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作 成 令和 3年 6月 28日 

摂津市議会議員 松本暁彦 

 

令和 3年第 2回定例会一般質問 ～本会議 2日目 令和 3年 6月 24日～ 
議事録（抜粋） 

 

５ 水害対策など継続性ある防災政策について 

 

○松本議員 

5 水害対策など継続性ある防災政策についてですが、まず、淀川氾濫時において消

防としてどのように救助活動を展開するのか、現在、想定している活動内容について

お聞かせ下さい。 

 

（略※） 

 

○森西議長 

消防長 

 

○明原消防長 

淀川氾濫時の救助活動についてのご質問にお答えいたします。 

淀川氾濫による水害につきましては、市地域防災計画による「市の全力を挙げて防

災活動を実施する体制」となり、消防活動としては、市災害対策本部体制の中で、各

部各班と連携した応急対策を実施することになります。 

全消防職員を参集し、情報収集・伝達活動、消防広報活動、災害警戒活動を実施い

たしますが、最優先となりますのは、人命の救出・救助でございます。 

水難救助用ボートを活用し、本市消防が持てるマンパワーを全投入し、浸水建物等

からの救出・救助活動に当たりますが、淀川の氾濫でありますと、要救助者が広範囲

に相当数おられることが想定でき、絶対的な消防力が不足するため、大阪府下の他市

質疑概要： 

本市の安全・安心のまちづくりにおいて、大きな課題となっている淀川・安威

川氾濫といった水害対策では、広域避難の為に隣接市や大阪府との連携が必要で

ある。 

また、本市独自の取り組みとして「高台まちづくり」を理念に、河川防災ステ

ーションをはじめとした市内での緊急避難場所の確保も検討されている。合わせ

て「人づくり」も重要であり、それら継続性も踏まえ、諸々の防災政策について

議論を行った。 
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消防や緊急消防援助隊による消防広域応援の要請を行うこととなります。 

活動に際しましては、浸水エリアが非常に広大で、相当の浸水深が想定される状況

で、いかに活動拠点を確保するのかという、大きな課題に直面しております。 

 

（略※） 

 

○松本議員 

次に、水害対策など継続性ある防災政策についてですが、消防の想定で課題がある

事を理解しました。課題克服に向けた議論をしっかりと進めるよう要望致します。 

さて、広域避難における避難先確保について、万博記念公園等も含めた隣接市との

調整状況についてはどのようなものか、お聞かせください。 

 

○森西議長 

総務部理事 

 

○辰巳総務部理事 

広域避難につきましては、国土交通省と大阪府が事務局となり、三島地域の各市町

及び各機関で構成する「三島地域広域避難検討ワーキンググループ」において検討し

ているところであります。 

しかし、広域避難に向け検討すべき課題が多岐にわたりますことから、万博記念公

園を含めた近隣における広域避難先の確保に向けた具体的な協議にまでは、進めてい

ない状況でございます。 

本市といたしましては、まず市内の広域避難ができないよう要援護者や逃げ遅れた

方を想定した高台まちづくりによる避難所の確保を推進してまいりますとともに、引

き続きワーキンググループに対しましては、粘り強く広域避難先の確保に向けて協議

を進めて参ります。 

 

○森西議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

広域避難においては、各自治体を束ねる大阪府への働き掛けを一層強めることが必

要と考えます。高台まちづくりと合わせて、引き続き取り組まれるよう要望致します。 

さて、今、河川防災ステーションも含め鳥飼まちづくりグランドデザインでは市全

域を踏まえた防災の議論が行われています。当然ながら淀川氾濫においては鳥飼地域

だけでなく別府・一津屋地域も浸水します。安威川氾濫では安威川以北も被害が及び

ます。 
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よって、この防災の議論は、最終的には地域防災計画など市全体の防災政策にも反

映されるべきと思いますが、どうお考えかお聞かせください。 

 

○森西議長 

総務部理事 

 

○辰巳総務部理事 

議員ご指摘の通り、本市は淀川、安威川が氾濫した場合には、市域の大部分が浸水

することから、水害対策につきましては鳥飼地域に限らず、浸水想定区域外にありま

す千里丘地域の活用などを含めて、市域全体で検討を行ってまいりたいと考えており

ます。 

市全体の防災対策につきましては、鳥飼まちづくりグランドデザイン策定委員会で

安全安心のまちづくりに資する「高台のまちづくり」の議論を深めているところであ

り、その検討結果を踏まえまして、地域防災計画の改定を進めて参りたいと考えてお

ります。 

 

○森西議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

市域全体の取り組みに反映されるものと理解しました。 

 市域全体を俯瞰し、浸水しない千里丘一帯、旧三宅小学校など避難場所としての価

値が高い場所を有効活用しつつ、広域避難も含め市域全体で取り組まれるよう要望い

たします。 

また水害には内水氾濫もあり、会派で４月に視察した東別府雨水幹線も期待をして

おります。是非、円滑な完成を要望致します。 

さて、安威川氾濫は１００年に一度、淀川氾濫は１０００年に一度の大雨と云われ

るように、防災政策については継続性が求められます。１年や数年で終わる単発的な

政策は防災政策には適していません。 

改めて、市として継続性ある防災政策についてどうお考えかお聞かせください。 

 

○森西議長 

総務部理事 

 

○辰巳総務部理事 

市の防災政策において最も優先すべき事は「命を守る」ことであり、そのためには、

ハード面とソフト面の両面からしっかりと取り組んでいく必要があります。 
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ソフト面に関しては、市としては、「災害対策本部訓練」や「安否・参集確認訓練」、

「実践的な防災訓練」など繰り返し実施してまいりますが、市民一人一人が自らの「命

を守る」ためのスキルを身に付けていただくことも重要と考えており、「お願い会員・

まかせて会員」など地域に根付いた取り組みを支援しております。 

特に、令和元年度から始まった防災サポーター制度につきましては、防災サポータ

ーの皆様には、地元地域の防災対策の充実を図るためご努力頂いているところでござ

います。制度発足から３年目を迎えましたところから、市といたしましては、改めて

実態を調査し必要に応じて対応策を検討してまいります。また防災サポーターの知識、

技能レベルを維持向上するため、最新の情報を提供するための研修を継続して実施す

るなど、しっかりとサポートして参りたいと考えております。 

 

○森西議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

是非、継続できるよう各施策に取り組むという事で要望致します。 

災害対策本部会議訓練も今年３月に実施されました。実施については強く要望して

おり評価致します。 

是非とも定期的に行い、ノウハウを継承していくことが必要です。前回は地震対応

でしたが、水害対応も行うことが求められます。避難要領、水没地域への救助要領な

ど諸々のシミュレーションを行い、防災政策に反映されるよう要望致します。 

最後に市長として継続性ある防災政策を今後どう進められるのか総括的にお考え

をお聞かせ下さい。 

 

○森西議長 

市長 

 

〇森山市長 

 松本議員さんの質問にお答えします。 

いつも言っていますけれども、まちづくりの基本は市民の皆様の安全・安心でござ

います。今後も、さきほどの答弁にありましたように様々な取り組みをしてまいりま

したけれども、今後も市民の皆様の命を守る、そのことを軸足に置いて、またハード・

ソフト両面からしっかりとした取り組みをして参りたいと思っています。 

ハード面では、色んな取り組み、今、答弁したと思いますけども、加えまして今後

は、「高台のまちづくり」という理念、こういったものを普及といいますか、皆の問題

意識の共有を図っていかなければならないなと、そんな思いをいたしております。 

ご指摘がありましたが、具体的には只今、国の防災ステーション、その誘致に取り
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組んでおるところでございます。まあ、あのこれとて、直ぐにできるものではありま

せんけども、時間がかかりますけれども、一つのモデルとして、なんとかして、誘致

を図っていきたいと思っております。 

また、ご指摘ありましたように、この防災ステーションだけでなく、摂津市にはよ

くよく考えてみますと千里丘周辺、少し高台が、高くなっている部分がたくさん有る

わけでありますが、そういった避難場所をしっかりと点検・確保することをそろそろ

考えていかなくてはなりません。 

また今後は、公共施設の建替、再編等に際しましても、先ほど申し上げました高台

のまちづくりという理念を頭に置きながら、施設整備等をしっかりと取り組んでいく

ことになろうかと思います。 

また、ソフト面では、いつも言っていますけれども、やっぱりイロハのイは、「自

助」「共助」「公助」のバランスに掛かっていると思います。特に「自助」「共助」、こ

れが如何に機能するか、ここにかかっていると言っても良いと思います。 

その事も口では簡単に言えますが、なかなか容易な事ではございません。その要に

なって頂くのは、ご案内の通り、摂津市にありますサポート防災サポーター制度でご

ざいます。この防災サポーター制度をよりですね、充実さしていかなければなりませ

ん。一方で、自主防災組織への支援をしっかり継続しながらですね、地域の皆さんに

安全安心のまちづくり、お一人お一人ですね、しっかりとした問題意識を持って頂く

よう色々な取り組みをしていきたいと思っています。 

ソフト面では、防災の人づくりとでも言いましょうか、こういった事にしっかりと

目を向けていきたいと思います。 

いずれに致しましてもハード、ソフト、どちらも時間のかかる話でございますが、

粘り強く一つ一つ確実にですね前進するようにまた取り組んでいきたいと思います。 

 

○森西議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

ありがとうございます。 

水害、そして地震にもしっかりと対応され、安全安心のまちづくりを継続して鋭意

進めて頂くよう要望致します。 

安全安心は、まちづくりの骨幹であります。私もまた継続してしっかりと提言して

参ります。 

 

 

（音声データ等より作成） 

※当該質問に関係のない他の質問項目の部分は省略しています。 
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＜質問項目一覧＞  

1 第三者委員会の提言を踏まえた対応について 

2 今後のコミュニティセンターの稼働率・料金について 

3 ふるさと納税制度の改革について 

4 就学前教育の課題と言葉の大切さについて 

5 水害対策など継続性ある防災政策について 


